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サ トウキ ビ Ni17とその 交配 親系統の登熟開始期剪葉後の 糖度推移
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　 サ トウ キ ビは 登 熟 開始期 〔10月） の 生 葉障 害 に よ り糖 度

が 低 ドす る こ とが 知 られ て い る （沖縄 県 農林 水産 部 　1999）．

近 年，沖縄 県久 米島地 域 お よび鹿児 島県 奄美地域 を普及対

象 と して 育成 された新 晶種 Nil7は，台風 時 の 潮風 害 に よ っ

て ，生 葉が 枯 死 した 後の 新 葉 の 展 開が 早 く，収穫 期の 生 葉

数 が 多い こ とに起 因 して ．収穫 期 の 糖度 の 低 下 が 他の 普及

品 種 よ り比 較的 に 少 な い と推 察 されて い る 〔謝花 ら　2003），

台 風 に よる生 育 障害 と して，強風 に よ る 茎の 折損や 葉の 裂

傷 お よび潮風 害に よ る 生 葉枯死，また 強風に 煽 られ振 り回

され る こ と に よ る 地 下 部 の 損 傷 な どが考 え られ る．地 下部

の 損傷は ，障害 後の 生葉 の 回復 に大 きな 影響 を与えて い る

と考 え ら れ るが ，こ こ で は 地 ド部 に つ い て は 考慮せ ず に 地

lt部 に 限定 して検討 した，地 下部の 影響 に つ い て は今後の

検討課 題 と した い ．

　本報 告 で は，登熟 期 の 潮風 害 に よ り生 葉 が 枯 死 した 後 の

新葉の 展開と収 穫期 の 糖 度 の 関係 に つ い て の 解 明 を 目的 に，

登熟 開始期 の 10月 に すべ て の 牛葉 を剪葉す る こ と に よ り，

潮 風 害で 生葉が 枯死 した 状態 を 人 為的 に作出 して ，その 後

の 展 開葉数と糖度 の 関係 に つ い て 品種間 で 比較 した．そ の

結 果，品 種 間で の 差 異 に つ い て 若 「の 知 見 が 得 ら れ た の で

報告 す る．

日 に根 切 り処理．した 株 出栽培 の 蔗 茎 を用 い た ．

て は 沖縄 県の 栽培 指針 に 準 じた ．

結果 お よ び 考察

耕種 に つ い

　無処 理 区 の 生 葉 数 は，10月 時 点 で は RF79− 247 （10．4

枚 ） ＞ Ni17 （9．3枚） ＞ F177 （8．2枚） ＞ NiF　8 〔8．1枚 ）

の 順 で 多く，3 月時 に は Ni17 〔12，2枚 ） ＞ RF79 − 247 （8．8

枚） ＞F177　 C8．4枚） ＞NiF　8 〔3．5枚〉の 順 で 多か っ た．

Nil7 が 3 枚程度増 えて い る の に 対 して 種 子 親 の NiF 　8 は減

少 して 推 移 し，4．6枚 減 少 した．花 粉 親 の RF79 − 247は 漸
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第 1 図　無処理 区に お け る 生 葉数 の 推移．

材料 お よび 方法

　試験 は，2003年 度 に 沖縄 県農 業試験 場作 物部 さ と う きび

育種研 究 室 の 試験 圃場 （ジ ャ
ー

ガ ル ：軟岩型 普通 陸成未 熟

度石灰 質） で 行っ た．

　供 試 系統 と して ，Ni17，　 NiF 　8 （Nil7 の 種子 親品種），RF

79− 247CNi17 の 花粉親系統 ｝ 及 び久米 島の 普 及 品種 で あ

る Fl77を用 い た．剪 葉 方 法 は 各品 種 ・系統 に つ い て2003

年10月10H に すべ て の 生葉 （芯 葉 含 む） を肥 厚帯 部分 で 除

去 し た．調 査方法 は 無処理 及 び勢葉処理 した蔗茎 の それぞ

れ 15茎 に 番号をつ け て 識 別し，11月か ら3 月 まで 生葉数を

調 査 した．また ll月，12月 （生 葉 調査 茎 以 外の 5 茎 ），2

月 （生葉調 査茎 の 5茎 ） 及び 3 月 〔生葉調査 薬 の 10茎 ） に

蔗汁 分析 （反復 な 凵 を行 っ た．材 料 に は，2003年 4Jl　2
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第 2 図　剪葉 区に お け る展 開葉 数 の推移．
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第 1表 　無 処 理 区 お よび 動 葉 区 の 生 葉 数比 較．

品種 ・系統名 無処 理 区 剪葉 区

10月 3 月 出穂 率 3 月

Nil7NiF8RF79

−247
F177

9．3 ± 1、0 　　12．2：t1．1　　　0
8．1± 1．4　　　3．5± 2，7　　　60

10．4 ± 0．9 　　8，8± 2．O 　　lO
8．2± 0．9 　 　8．4± 0．9 　 　 0
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注 ） ± は 調 査 し た 蔗 茎 個 体 間 の 標 準 偏 差 を 示 す ．

第 2 表　各品種 に お ける 無処理 区 と剪葉区 の 蔗汁糖度，

蔗 汁 糖 度 （％ ）

品系名 10月 3　 　 月

無 処 理 区 　 対 10月 比 　 剪葉 区　 対 10月比

Nii7NiF8RF79

−247F

ユ77

13．Ol3

，59

．911

．8

20．219

．419

．Ol9

，4

15514419216419．816

．918

，D17
．7

152125181150

注 ） 比 率 差 は 無 処 理 区 と
’
葉 区 と の 差 を 示 す ，
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第 3図　無処 理区 （左）お よび剪葉区 （右）にお け る蔗汁糖度の 推移．

第 3 表 各品 種 の 作 型別 の 梢 頭 部重 と出 穂 率比 較．

　　　　 始 期 の 10月 か ら比 較 的 に 高 く推 移 し
，

NiF 　8

　 　 　 　 が 2 月 を ピーク に 3 月時 に は低
一
ドして い る の

穂孕 率
　　　　 に対 し，Nil7は 3 月時 に最 も高 くな っ て い た．
　 0
　40 　　 RF79− 247は，登熟 開 始期 に は最 も低 か っ た

　 0　　 が 11月 時 で Fl77 並，3 月 時 に は NiF 　8お よ
　 0
　＿　　 び F177 と ほ ぼ 同程 度 で あ っ た （第 3図 ），尊

　　　　 葉 区の 蔗汁 糖 度 は ，剪 葉後 の 11月 に 最 も低 く，

　　　　 12月以降は 上昇 して い た．品種別で は，Nil7

　 　 　 　 　 　 と NiF　8 は12月 まで 同様 に 比較 的 に 高 く

　　　　　　 推移 し て い た が ，3 月 時 に は Ni17 が 最

　 　 　 　 　 　 も 高 か っ た の に 対 し て NiF 　8 は 最 も低

　　比 率差 　　か っ た．RF79 − 247は，10月時 に は 低

　　　　 3　 か ・
） た が 11月か ら 12月 まで ほ ぼ 同程度 で

　　　　
19

　 推 移 し，3 月時 に は Nil7 に 次 い で 高
　 　 　 　 10
　　　　　　 か っ た．3 月 時 の 対 工0月 糖 度 比 は ，RF
　 　 　 　 14
　　　　　　 79− 247が 18工％ で 高 く，続 い て Ni17の

　　　　　　 152％，F177の 150％ の 順 で 高 か っ た，　NiF

8 は125％ で 最 も低 く，剪 葉後 の 糖 度 の 上 昇が他 に 比 較 し

て 少 な か っ た ．Nil7 は 登 熟 開始期 に剪葉 した 後 の 生 葉 の 展

開 が種 子親 の NiF　8 に比 較 して 早 く，かつ 多 か っ た．こ れ

は 花粉親の RF79− 247と同傾向で あり，出葉の 早 さが 花粉

親 に 由来す る もの と推察 され た．しか し同特性の 遺伝性 に

つ い て の 解 明 に は，RF79 − 247 の 交配 後 代 に お い て 他 の 系

統 で の 検 定 が必要 で あ り，また，生育 ス テ
ージ別で の 試験

　 　 　 　 　 が 必 要 で あ る と 考 え る．Ni17 は NiF 　8 や Ni

春　　植 夏　 植 株 　 　出

品種名 梢頭部重　 出穂 率　 梢頭部重　 出穂 率　 梢頭部重 　 出穂 率

（／本 ）　 　 （％）　 　 （〆本 ）　 （％）　　 （9 ／本 ）　 　 （％）

Nil7Fl77NiF8Ni9358± 74　　　1：ヒ　2

271± 33　　　8± 12
196± 46　　35± lI

205 ± 40　　28± 18

320 ± 19　　　2±　2

250± 　2　　　0± 　O
l68 ± 42　　24± 　l

l89 ± 17　　23± 15

349 ± 14269
± 19196
± 17212

± 5

）

）

％

％

15DDSSし

L

6029 0232 8
尸
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SSnn Qげ
44
ム
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注 ） 調 査 期 間 は 春 植 が 199Y 年 〜2002 年．夏 植 が 200e 年
〜2001 年，株 出 が 2eOO 年〜

　 2002 年 で あ る ，± は 標 準 偏 差 を 示 し ，ns は 有 意 差 が 無 い こ と を 示 す ．

減で推移 し，L6 枚減少 した，　 Fl77 は ほ ぼ 同数で 推 移 し た

（第 1図，第 1表）．剪葉 区 の 展開葉数は Nil7 ，　 Fl77 お よ

び RF79 − 247は 漸増 して 推移 し，3月 時 に は RF79 − 247

（7．2枚 ） ＞Nil7 （6．6枚 ） ＞ F177 （6，5枚 ） の 順 で 多 か っ

た．NiF 　8 の 展 開葉数は 他 に 比 較 して 少 な く推移 し，3 月

時 に は3．4枚 と少 な か っ た （第 2 図，第 1 表）．NiF　8 の 3

月 時 の 生 葉 数 は 無 処 理 区 と剪葉 区 で ほ ぼ 同 じ で あ っ た．

NiF 　8 は 12月時に お い て 出穂 も し くは 檍 孕 み 茎 が 多 く，3

月時 に は 無 処理 区 の60％ が 出穂 し，剪葉 区 の 40％ が 穂孕 み

茎で あ っ た こ とか ら，出穂 性 が 12月 以降 の 出葉 に マ イナ ス

に 作用 した と推察 され た．蔗汁糖度は，無処理 区の 10月時

点で は NiF　8が13．5％ と高 く，RF79 − 247は9．9％ で 最 も低

く，Nil7 は13．0％ で NiF8 に 近 か っ た．3 月 時 は Nil7 が

20．2％ で 最 も高 く，RF79 − 247は 19．0％ で 最 も低 か っ た．

3 月 時 の 対 10月 糖 度 比 は，RF79 − 247 （192％ ） ＞ F177

（164％）＞ Ni17 （155％） ＞NiF　8 （144％） の 順 で 高 か っ

た （第 2表 ）．月 別 推 移 で は，NiF　8 お よび Ni17は 登 熟 開

　　　　 9 に 比較 して梢頭 部が重 く，充実 して お り，

　 　 　 　 ま た 出穂 が 少 ない こ とが 登 熟期 以 降の 葉 の 展

0± 0　 開 に 有利 に働 い て い る もの と推 察 され た （第

2± 2
　　　　 3表）．今 回 の 試 験 で は，登 熟 開始 期 に勢 葉35± 1328

± 7　 す る こ と に よ っ て ，生 葉 の 回復 お よ び 収穫 期

　 31
　 　 　 　 の 糖 度 に 品種 間 で 違 い が あ る こ とが わ か っ た．
　 20

　　　　Ni17 は 登 熟期の 台風 に よ る 潮風害後の 収穫期

　　　　 にお け る 糖度 低下 が ，他 の 品 種 に 比 較 して 少

ない た め，久 米 島の よ うな潮風 害 に よ る糖 度低 下 の 問 題 （杉

本ら　2003，宮城 ら　2002）を抱 える 地域 に お い て 有効 と

されて い る （謝 花 ら　2003＞．同品 種が潮風 害 後 にお い て

比 較 的 に糖 度 が 高 い の は，生葉 の 回復 の 速 さ，お よ び 多 さ

に 起 因す る と推 察 され て お り，本試験 結 果 は こ れ を指示 す

る もの で あ る，逆 に，登熟期 の 台風 に よ る 葉の 障害が無い

条件下 で は 高糖度の NiF 　8 は，障害 を 受け た 条件下 で は 生

葉 の 回復 が少 ない ．同 品種 の 梢頭 部 が比較 的 に小 さい こ と，

ま た ，出穂 が 多い 特性が 同 地 域 に お い て 不 利 に 働 い て い る

の で は ない か と推 察 され た．本 知見 は，こ の よ うな地域 に

適す る 品種 を育成す る上 で の 有効な情報に なる と考え られ

る．

摘　 　要

　登熟 期 の 台風 時 の 潮風 害 に よ り， 生 葉が 枯死 した 後の 新

葉 の 展 開 と収穫 期 の 糖度 の 関係 に つ い て の 解 明 を 目的 に，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

61

登熟 開始期 の 10月 に すべ て の 生 葉 を剪 葉す る こ と に よ り，

潮風害で 生 葉 が 枯死 した状 態 を人為 的 に作 出 して ．そ の 後

の 農 開葉 数 と糖 度 の 関 係 につ い て 品種間 （Ni17 お よ び そ の

種子 親 MF 　8 ，花粉 親 RF79 − 247，　 F177） で 比 較 した ．　 Ni

17は生 葉 の 展 開が 速 く，か つ 収 穫 期 の 生葉 も多 か っ た ．こ

れ は RF79 − 247と 同 傾 向で あ っ た ．　 NiF 　8 は，生 葉 の 展 開

が 遅 く，か つ 少 な か っ た．出穂 が 多 い こ とか ら，出穂性 が

生葉 の 展 開 に マ イナ ス に 作用 した と推察 され た．収穫期（3

月 ）の 糖度は Ni17 が 高 く，NiF　8 は低 か っ た．　 Ni17は ，生

葉傷害後の 早 い 生 葉 の 展 開 と収穫 期 の 生 葉の 維 持 が 高糖度

に繋 が っ て い る もの と推察 され た．
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